
80%未満 × 80～99% △ 100%以上 〇
評価欄の「平均値」はＲ３～Ｒ７の平均達成率、

「最終値」はＲ７の達成率
平均値 最終値

項番 目標 施策 事業名・活動概要 担当課 令和３年度状況 令和４年度 進捗状況 令和５年度 進捗状況 令和6年度 進捗状況 令和７年度 進捗状況 計　画　指　標 項番

Ｒ１

(2019)

Ｒ３

(2021)

Ｒ４

(2022)

Ｒ５

(2023)

Ｒ６

(2024)

Ｒ７

(2025)
達成率の推移 評価

計画値 --- 300 300 300 300 300 〇
実績値 -- 483 396 422 415 442 平均値

達成率(%) --- 161.00 132.00 140.67 138.33 147.33 143.87

計画値 --- 90 90 90 90 90 〇
実績値 -- 92 97 96 95 95 平均値

達成率(%) --- 102.22 107.78 106.67 105.56 105.56 105.56

計画値 --- 90 90 90 90 90 〇
実績値 -- 91 95 94 92 93 平均値

達成率(%) --- 101.11 105.56 104.44 102.22 103.33 103.33

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 80 80 80 80 80 〇
実績値 86 90 89 90 92 97 平均値

達成率(%) --- 112.50 111.25 112.50 115.00 121.25 114.50

計画値 --- 80 80 80 80 80 〇
実績値 84 98 87 93 92 92 平均値

達成率(%) --- 122.50 108.75 116.25 115.00 115.00 115.50

成果 --

課題 --

展望 --

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 360 360 - 360 360 ×
実績値 --- 63 336 168 168 168 最終値

達成率(%) --- 17.50 93.33 --- 46.67 46.67 46.67

計画値 --- 50 60 75 90 100 ×
実績値 --- 5 20 30 40 50 最終値

達成率(%) --- 10.00 33.33 40.00 44.44 50.00 50.00

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 2 2.5 3 3 3 〇
実績値 --- 0.5 1.5 3 3 3 最終値

達成率(%) --- 25.00 60.00 100.00 100.00 100.00 100.00

計画値 --- 25 50 75 80 85 〇
実績値 --- 10 30 60 80 90 最終値

達成率(%) --- 40.00 60.00 80.00 100.00 105.88 105.88

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 2.5 3 3.5 3.5 3.5 △
実績値 --- 0.5 1.5 3 3 3 最終値

達成率(%) --- 20.00 50.00 85.71 85.71 85.71 85.71

計画値 --- 25 50 75 80 85 〇
実績値 --- 10 30 60 80 90 最終値

達成率(%) --- 40.00 60.00 80.00 100.00 105.88 105.88

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 1 1.5 2 2 2 ×
実績値 --- 0.5 0.5 1 1 1 最終値

達成率(%) --- 50.00 33.33 50.00 50.00 50.00 50.00

計画値 --- 25 30 40 50 60 ×
実績値 --- 10 10 20 30 40 最終値

達成率(%) --- 40.00 33.33 50.00 60.00 66.67 66.67

成果
本事業を通してIT企業の誘致が進むとともに、雇用も創出され

た。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 6 7 8 9 10 ×
実績値 2 0 3 3 3 3 最終値

達成率(%) --- 0.00 42.86 37.50 33.33 30.00 30.00

成果 毎年ほぼ同数のアクセス数を得ている。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 〇
実績値 6,259 9,143 4,569 5,904 6,523 平均値

達成率(%) --- 0.00 203.18 101.53 131.20 144.96 116.17

成果
【ファミリー交流館】イベントの周知や集客に効果的であった。

【交通児童遊園】中高生への情報が届きやすくなり、中高生の自習室

の新規利用者の増加につながった。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 150 175 200 600 700 〇
実績値 15 515 766 1,017 1,397 962 平均値

達成率(%) --- 343.33 437.71 508.50 232.83 137.43 331.96

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 70 80 90 100 110 〇
実績値 65 181 377 229 148 平均値

達成率(%) --- 0.00 226.25 418.89 229.00 134.55 201.74

計画値 ― 1,600 1,650 1,700 1,750 1,800 ×
実績値 ― 1,008 1,122 1,551 887 平均値

達成率(%) --- 0.00 61.09 66.00 88.63 49.28 53.00

成果
電子申請により業務の効率化及び市民の利便性が顕著に向

上した。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 100 100 100 100 100 △
実績値 87.2 98.9 100 93.0 94.7 99.4 平均値

達成率(%) --- 98.85 100.00 93.00 94.70 99.40 97.19

成果
インターネット上で申請及び申請内容の確認ができるため、申

請者及び当課双方の負担が軽減された。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 95 100 100 100 100 〇
実績値 92.3 95.2 100 100 100 100 平均値

達成率(%) --- 100.25 100.00 100.00 100.00 100.00 100.05

新規登録件数に占める電子申請の割

合
％

地域子ども会補助金電子申請比率 ％

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

支援時間 時間

教員の理解度 ％

利用時間（ｈ/１人1日） 時間

児童の理解度 ％

利用時間（ｈ/１人1日） 時間

生徒の理解度 ％

利用時間（ｈ/１人1日） 時間

児童・生徒の理解度 ％

IT・クリエイティブ企業等誘致補助金

申請事業者数（累計）
社

せとっ子ねっとﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽﾕｰｻﾞｰ

数
ﾕｰｻﾞｰ

インスタグラムフォロワー数

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

実施なし（取り組み終了） 実施なし（取り組み終了）

（指標設定無し）

課

題

大型提示装置やタブレットに関しては必要最

低限の台数は整備できたが、特別教室や不

登校対策事業に従事する職員等への配備

は一部のみとなっている。

成

果

タブレットを活用し、多数の意見の共有や考察といっ

た協働的な学び等で日常的に活用できるようになっ

た。

人

父親向け講座等の参加者数

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

人

小・中学生期、高校生期の子どもの学

びの場、体験活動の場を利用した人

数

人

課題
病児保育施設申請周知の更なる拡大。

展望
子育て世帯の就労継続の一助として電子

申請普及のコマーシャルを継続していく。

課題
申請者から申請方法がわかりにくいとご意見

をいただくことがあった。

展望
申請方法をわかりやすくするために、申請手

順等を示したものを同じページに掲載する。

◆サイトトップページのアクセスユーザー数：5,904人

インスタグラムフォロワー数：

◆せとっ子ファミリー交流館：761人

◆瀬戸市交通児童遊園：636人

せとっ子ファミリー交流館：

◆父親向け講座の参加者数：217人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：879人

交通児童遊園：

◆父親向け講座の参加者数：12人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：672人

◆新規登録件数に占める電子申請割合：94.7％

　（手続総件数：134件）

窓口でQRコード掲載のチラシ配布や電話での問合わせ時に

電子申請を案内した。

◆子ども補助金電子申請比率：100％

　（手続総件数：11件）

子ども会補助金申請説明会時の説明や、市ホームページの

掲載により、電子申請の周知に努めた。

課題
現代の子育て世帯が情報収集するツール

（SNS等）を取り込みにくい。

展望
以前に比べ市全体のホームページ情報量や信頼性が高く

なっているため、子どもや子育てに関連したアクセス先情報

の収集と発信に今後も務めていきたい。

課題

【ファミリー交流館】アカウントが新しくなったため、フォロワーの数を増やし

ていく。

【交通児童遊園】フォロワー数が増えるような投稿の工夫をし、また、増

加によりプライバシー保護への配慮により一層留意するようになった。

展望

申請フォームをわかりやすいようにしていく。

今

後

の

展

望

申込やすく、気軽にイベントに参加できるよう

な方法を検討していく。

(a)

子ども・

子育て

サービスの

推進

子ども会補助金申請
※「瀬戸市子ども会活動助成事業補

助金交付申請」の簡便化に向けた、

申請の電子化（オンライン化）。

こども未来課 ◆子ども補助金電子申請比率：100％

　（手続総件数：12件）

子ども会補助金申請説明会時の説明や、広報せとでのQR

コード掲載により、電子申請の周知に努めた。

病児保育施設「おひさま」会員

登録電子申請
※病児保育施設の利用の簡便化に

向けた、「瀬戸市病児保育施設利用

登録申請」の電子化（オンライン

化）。

こども未来課 ◆新規登録件数に占める電子申請割合：93.0％

　（手続総件数：114件）

窓口でQRコード掲載のチラシ配布や電話での問合わせ時に

電子申請を案内した。

子ども・子育て関連講座申込

みの電子化
※せとっ子ファミリー交流館・交通児童

遊園の子ども・子育て講座の申込みの

簡便化に向けた、申込手続きの電子

化（オンライン化）。

こども未来課 せとっ子ファミリー交流館：

◆父親向け講座の参加者数：193人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：455人

交通児童遊園：

◆父親向け講座の参加者数：184人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：667人

児童館情報配信
※せとっ子ファミリー交流館と交通児童

遊園の周知と利用者拡大に向けた、

SNSによる情報発信。

こども未来課 インスタグラムフォロワー数：

◆せとっ子ファミリー交流館：559人

◆瀬戸市交通児童遊園：458人

せとっ子ファミリー交流館：

電子申請で操作が困難な申込み者には説明をしたり電話で受付を実施した。申請

時間帯は早朝や夜間が多く利用者の生活スタイルに適合していると評価。

交通児童遊園：

利用者の声に耳を傾けながら利便性向上に向けて電子申請の教室やイベントを増や

す方向で推進中。

QRコード掲載のチラシ配布などで電子申請に誘導して、昨年度の交付

申請実績と比較して電子申請の比率が顕著に増加した。

引き続き、ICTを活用した情報発信を行い、登録者増加と電子申請比

率の拡大を推進中。

◆手続総件数：87件、うちオンライン申請数：86件（全対比

98.8％）

電子申請に対するハードルを下げるべく、手続きの簡略化や

申請方法の明確化に向けた工夫を推進中。

◆電子申請率：95.2％（手続総件数21件中20件）

◆子ども補助金電子申請比率：100％

　（手続総件数：15件）

子ども会補助金申請説明会時の説明や、広報せとでのQR

コード掲載により、電子申請の周知に努めた。

子ども支援サイト「せとっ子ねっ

と」
※子ども・子育てを中心とした情報の

取得の利便性向上に向けた、Webサ

イト（HP）による関連情報の発信。

こども未来課 ◆サイトトップページのアクセスユーザー数：4,569人

せとっ子ファミリー交流館：

◆父親向け講座の参加者数：77人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：366人

交通児童遊園：

◆父親向け講座の参加者数：104人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：642人

◆新規登録件数に占める電子申請割合：100％

　（手続総件数：93件）

窓口でQRコード掲載のチラシ配布や電話での問合わせ時に

電子申請を案内した。

◆サイトトップページのアクセスユーザー数：9,143人

　

インスタグラムフォロワー数：

◆せとっ子ファミリー交流館：390人

◆瀬戸市交通児童遊園：376人

◆申請事業者数累計：3事業者

（令和3年度末実績から増加無し。制度については引き続

き継続する。）

全校にICT支援員を配置、各校ひと月あたり２回の支援を

継続し、更なるタブレット活用を推進した。

また、令和８年度に本格導入する校務環境のクラウド化を

見据え、職員のPC環境や教育ネットワーク、セキュリティ対

策等の検討を進めた。

市内全校においてICTを活用した授業の取り組みを推進し

た。

ICTを活用した授業の実施例をまとめて各校へ配布し情報

共有した。

一般管理（GIGAスクール推

進）（ICT支援員・教育用

ネットワーク）
※子供の情報活用能力の育成に向

けた、ICT支援員による支援。

教育政策課 全校にICT支援員を配置、各校ひと月あたり２回の支援を

実施し、タブレット活用等を積極的に推進した。

また、ICT支援員による研修会も実施し、教職員の活用ス

キル向上を図った。

◆申請事業者数累計：3事業者

（令和3年度末実績から増加無し。制度については引き続

き継続する。）

◆新規登録件数に占める電子申請割合：99.4％

　（手続総件数：164件）

窓口でQRコード掲載のチラシ配布や電話での問合わせ時に

電子申請を案内した。またホームページで施設案内動画を

掲載したり、企業関係メールマガジンに申請勧奨記事を投

稿し、申請数向上に努めた。

◆子ども補助金電子申請比率：100％

　（手続総件数：16件）

子ども会補助金申請説明会時の説明や、市ホームページの

掲載により、電子申請の周知に努めた。

（今年度は助成金の申込み申請は無し）

受講者の満足度 %

受講者の学習継続意向 %

ICTを活用した先進的な授業事例等を教員による研修会

で情報共有し、協働学習等の場面において応用できるよう

事例展開の取り組みを行った。

講座参加者数 人

受講者の理解度 %

◆講座参加者数：415人

◆受講者の満足度：95％

◆受講者の学習継続傾向：92％

◆受講者の理解度：92％

◆受講者の学習継続傾向：92％

全校にICT支援員を配置、各校ひと月あたり２回の支援を

継続し、更なるタブレット活用を推進した。

また、ネットワークに課題のある学校に対し、機器の増強及び

機器の配置見直し等を実施しネットワーク環境の改善を実

施した。

%

課

題

国からの補助（交付税措置）制度の見通

しが不透明であり予算確保が困難。

今

後

の

展

望

クラウド化により支援実績やノウハウ等を学

校間で共有し、横展開を進めていく。

受講者の学習継続意向

成

果

タブレットの活用には不可欠な大型提示装

置を始め、学校ＤＸを推進するための基盤

であるＩＣＴ機器一式を更新し、環境整備

を進めることができた。

令和8年～9年にかけて校務環境や学習環

境のクラウド化を完了し、どこからでも安全に

校務を行うことができる環境を整備する。ま

た、安定してインターネットに接続でき、ＡＩ

を始めとするクラウドサービスを不自由なく利

用できるネットワーク回線の導入を進めてい

く。

今

後

の

展

望

課

題

令和８年度に利用を開始するための第二期ＧＩＧＡス

クール端末の調達や、普通教室及び一部の特別教室への

大型提示装置の導入を行い、教育ＩＣＴ環境の整備を

行った。

(b)

小中一貫

教育の

推進

(c)

ソフトウェア

産業等の

誘致・育

成

IT・スタートアップ企業等進出促進

奨励金

※高付加価値の産業育成と地域の

雇用創出に向けた、市内のIT・クリエ

イティブ企業の新／増設費用への助

成。

商工観光課 ◆申請事業者数累計：3事業者

（令和3年度末実績から増加無し。制度については引き続

き継続する。）

◆申請事業者数累計：3事業者

（令和3年度末実績から増加無し。制度については引き続

き継続する。）

せとっ子ファミリー交流館：

利用方法変更や緊急事態宣言による閉館等の迅速な通知を実施した。

館をより身近に感じられるようイベントの告知や様子等の情報発信を推進中。

◆フォロワー数：272名

瀬戸市交通児童遊園：

施設の楽しさを広めるべく時節の様子やイベント開催結果の

紹介の情報発信を推進中。

◆フォロワー数：243名

特別支援学校施設管理

（GIGAスクール推進）
※同上

教育政策課

中学校施設管理

（GIGAスクール推進）
※同上

教育政策課

小学校施設管理

（GIGAスクール推進）
※生徒へのタブレット・校内大型提示

装置・PC・指導用電子教科書配備。

教育政策課

◆サイトトップページのアクセスユーザー数：6,523人

インスタグラムフォロワー数：

◆せとっ子ファミリー交流館：184人

◆瀬戸市交通児童遊園：778人

せとっ子ファミリー交流館：

◆父親向け講座の参加者数：148人

◆小・中・高校生の学び・体験活動利用人数：887人

ICTを活用した授業の実施例をまとめ、各校へ配布し情報

共有を行うことにより、活用機会の向上を図った。

9月よりモデル校4校にICT支援員を配置し、教職員のICT

活用／指導力向上に向けた指導を実施した。

各校にひと月あたり4回のICT活用支援を実施、授業におけ

るタブレット活用等を積極的に推進した。

R5年4月から全校にICT支援員を配置予定。これにより教

職員のICT活用スキルの一層の向上を図る。

国・県等の関係機関とも連携しながらさらなる周知を行い、

制度の効果的な運用を推進中。

サイトを更新して子ども・子育ての情報、ひとり親支援の情報

を、子ども・若者・子育て家庭に周知している。また、支援

者・支援者団体にとって有益な情報提供を推進中。

瀬戸市ＩＣＴ戦略推進プラン・官民データ活用推進計画の総括表

②

生

活

の

利

便

性

向

上

(a)

ICT人材

の育成

次世代クリエーター育成
※本市の新たな産業の創出に向け

た、CGコンテンツやプログラミング等の

デジタル技術による創造・制作分野に

おける若年層（子ども）の発掘・育

成。

情報政策課 ◆講座参加者数：422人

◆受講者の満足度：96％

◆受講者の学習継続傾向：94％

DRPC市民向けIT講座
※市民のICT活用リテラシー向上に向

けた、デジタルリサーチパークセンターの

指定管理者によるPC、スマートフォン

SNS、GIS（RESAS）等の講座。

情報政策課 ◆受講者の理解度：90％

◆受講者の学習継続傾向：93％

令和3年度から住みたいまちづくりにつなげることを目的に、

Advanceの対象を県内在住・在学に拡大、CG Kid'sは小

学校低学年を新たに加えたことで前年度の倍以上の参加

申込者で開催。

◆講座参加者数：483人

◆受講者の満足度：92％

◆受講者の学習継続傾向：91％

デジタルデバイド対策として幡山公民館と協働で館役員をサ

ポーターとして育成、7月に地域高齢者向けスマホ講座を試

験的に開催した。また、小中学校教職員向けプログラミング

研修（11月）をDRPCで開催した。

◆受講者の理解度：90％

◆受講者の学習継続傾向：98％

◆講座参加者数：396人

◆受講者の満足度：97％

◆受講者の学習継続傾向：95％

◆受講者の理解度：89％

◆受講者の学習継続傾向：87％

今こそICTを使いこなそう！
～自宅で学ぶITスタディブック～

※市民の情報格差是正・情報リテラ

シー向上に向けた名古屋学院大学生

組織によるIT学習教材の提供。

（旧）

まちづくり

協働課

Withコロナ時代の到来と社会のデジタル化加速を鑑み、

「LiNKS」が「知って楽しいITスタディブック～おうち時間編

～」と「使って楽しいITスタディブック～入門者編～」を制作し

配布した。

◆配布者数

　　入門者編：53部

　　おうち時間編：51部

実施なし。

（今年度は助成金の申込み申請は無し）

①

ま

ち

の

活

性

化

担当課の評価

成

果

3DCG制作や業界の第一線で活躍する講

師の体験談等を通してものづくりに対する関

心やプログラミングの基礎技術を高めた。

課

題

今

後

の

展

望

受講後の進学や就職に関する情報はタイム

ラグやプライバシーの点からアンケートを取って

も回答が得にくく、把握が難しい。

令和８年度については引き続き実施。その

後は次期将来計画も鑑みて実施内容を検

討する。

成

果

生活や小中学校の授業等における利便性

向上に寄与した。

今

後

の

展

望

受け入れ態勢を含め、受講生の数が少な

い。

令和８年度については引き続き実施。令和

8年度末で指定管理が終了するため、その

後の実施内容について検討する。

◆講座参加者数：442人

◆受講者の満足度：95％

◆受講者の学習継続傾向：93％

◆受講者の理解度：97％

◆受講者の学習継続傾向：92％

【ファミリー交流館】利用者が来館したくなるような情報を発信できるよう

にしていく。

【交通児童遊園】令和８年度については引き続き実施。プライバシーに

配慮しながら興味を引く発信の仕方を検討する。

成

果

簡単で便利にできると意見が聞かれるため、

手軽に申込ができている。

課

題

課題

展望

市内にオフィスをはじめとした不動産が不足し

ていること。

より活用しやすい制度への見直しを検討するともに、

不動産情報の収集、IT企業等への周知を行ってい

く。
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80%未満 × 80～99% △ 100%以上 〇
評価欄の「平均値」はＲ３～Ｒ７の平均達成率、

「最終値」はＲ７の達成率
平均値 最終値

項番 目標 施策 事業名・活動概要 担当課 令和３年度状況 令和４年度 進捗状況 令和５年度 進捗状況 令和6年度 進捗状況 令和７年度 進捗状況 計　画　指　標 項番

瀬戸市ＩＣＴ戦略推進プラン・官民データ活用推進計画の総括表

担当課の評価

成果 一人暮らし高齢者等の見守り機能強化。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 500 1,000 1,000 90 105 ×
実績値 --- 47 59 69 69 70 平均値

達成率(%) --- 9.40 5.90 6.90 76.67 66.67 33.11

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- --- 33 33 34 36 〇
実績値 --- --- 30 32 33 41 最終値

達成率(%) --- --- 90.91 96.97 97.06 113.89 113.89

計画値 --- --- 20 -- -- --

実績値 --- --- 30 -- -- -- 最終値

達成率(%) --- --- 150.00 --- --- --- ---

成果 -- （指標設定無し）

課題 --

展望 --

成果 利用者は年々増加した。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 〇
実績値 --- 4,371 4,923 10,419 6,142 5,353 最終値

達成率(%) --- 109.28 123.08 260.48 153.55 133.83 133.83

成果 毎年着実に登録者数を増やすことができた。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 7,000 9,000 10,000 11,000 12,000 〇
実績値 5,081 8,092 8,228 10,273 11,515 12,039 最終値

達成率(%) --- 115.60 91.42 102.73 104.68 100.33 100.33

成果
コミュニティFM中継局の整備により、受信不良区域を解消した。また、

着実にラジオ放送を重ねたことが地域防災力の向上につながり、防災

訓練の参加世帯数が増加した。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 15,000 20,000 22,000 23,000 24,000 〇
実績値 10,612 18,997 19,594 26,406 26,862 26,050 最終値

達成率(%) --- 126.65 97.97 120.03 116.79 108.54 108.54

成果 毎年確実に操作研修を実施できた。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 10 10 10 10 10 ×
実績値 10 1 4 4 4 平均値

達成率(%) --- 0.00 10.00 40.00 40.00 40.00 26.00

成果
救急搬送者において軽症であった割合が微減していること

から適正な救急車の利用がなされたと思われる。 （指標設定無し）

課題
全体的に認知度が低い。

展望
救命講習や各イベント時の広報で登録者数

の更なる増加を目指す。

成果 特になし。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 19,000 22,000 25,000 25000 25000

実績値 --- 8,640 -- -- -- 最終値

達成率(%) --- 0.00 39.27 --- --- --- ---

成果 窓口対応時間が短縮された。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 10,000 11,000 12,000 12,000 12,000 ×
実績値 --- 6,358 6,695 6,762 最終値

達成率(%) --- 0.00 0.00 52.98 55.79 56.35 56.35

成果 情報集約の基盤が形成された。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 50 55 60 60 60 ×
実績値 --- 44 44 46 47 47 最終値

達成率(%) --- 88.00 80.00 76.67 78.33 78.33 78.33

成果
市民の健康づくりや体力向上への意識を高めることが出来

た。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 300 300 300 300 300 ×
実績値 131 130 108 190 216 236 最終値

達成率(%) --- 43.33 36.00 63.33 72.00 78.67 78.67

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 2 2 2 2 2 〇
実績値 0 8 1 7 2 最終値

達成率(%) --- 0.00 400.00 50.00 350.00 100.00 100.00

計画値 --- 1 1 1 1 1 〇
実績値 0 7 7 9 6 最終値

達成率(%) --- 0.00 700.00 700.00 900.00 600.00 600.00

計画値 --- 5 5 5 -- --

実績値 0 0 0 0 0 最終値

達成率(%) --- 0.00 0.00 0.00 --- --- ---

成果

分かりやすい公共交通情報の提供を行うこと

ができた。 （指標設定無し）

課題

高齢者への周知が不足している。

展望

利用者の増加に向け説明会の開催し、さら

なる利便性向上に努める。

成果
暮らしに役立つ便利な機能や情報を提供することができ

た。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 30,000 31,000 32,000 --- ---

実績値 29,092 64,492 48,108 22,841 最終値

達成率(%) --- 214.97 155.19 71.38 --- --- ---

計画値 --- --- --- --- 20,000 30,000 ×
実績値 --- --- --- --- 11,960 14,066 最終値

達成率(%) --- --- --- --- 59.80 46.89 46.89

指　標 単位

指　標 単位

見守りシステム登録件数 件

指　標 単位

指　標 単位

各部操作研修並びに

災害時の操作回数
回

支援ｼｽﾃﾑ利用者数 人

住基異動件数 件

掲載事業者数 人

動画配信本数 本

オンライン講座の開催回数 回

オンライン相談件数 件

アプリ起動回数 回

瀬戸市LINE公式アカウント友だち登

録者数（累計）
件

参加人数 人

保護者の利用者数

関係機関の登録者数

人

人

電子書籍貸出数 タイトル

登録者数 人

せと市民総ぐるみ

防災訓練への参加世帯
世帯

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　　標　　値

指　　標　　値

展望
利用者がICT環境に慣れた結果が数値に現れている

と考える。社会の動向に即した対応を行う。

課題
登録者数は増加しているが、増加幅が縮小

傾向である。

展望
より広く情報伝達するため、引き続き登録者

の増加を目指す。

課題
情報伝達手段の多様化により、市民へ迅速・確実に

情報を伝達する媒体と伝達方法の検討が必要とな

る。

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

課題
貸出数が減少しているため増加につながるよ

うな広報等が必要である。

指　標 単位

指　標 単位

(a)

デジタル

シティの

推進

6,695件（3月末時点）

実績値を当該機で合算計上できていないが、

現在は1日あたり10件程度であると推計。

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

・愛知県ITS推進協議会のMaas推進会議へ参画し、県

内市町と情報共有を行った。

・Maasアプリ「my　route」についてはルート検索やデジタル

チケットの入手を行うことができ、市ホームページで公開し情

報提供を行った。

・GTFSデータを活用し、Googleマップ等でバス経路検索や

ダイヤの情報提供を行った。

◆瀬戸市LINE公式アカウント友だち登録者数（累計）：

14,066人

MaaSの推進
※交通機関運営の効率化・市民の

異動の利便性向上に向けた、移動

サービスにおける新たなスキームの構

築。

都市計画課 愛知県ITS推進協議会のMaaS推進会議へ参画し県内

市町と情報共有を図るとともに、名古屋東部丘陵地域及び

知多地域を中心とする地域を対象としたMaaSアプリ「my

route」社会実験（9～2月中旬）に参加している。今年

度のアプリについては、デジタルチケットの拡充をしており、瀬

戸市においては愛知環状鉄道の土日１日乗車券を購入す

ると瀬戸蔵等の施設の特典クーポンが利用が可能となってい

る。（１日あたり平均利用者：約239人）

スマートフォン用アプリ「せとまち

ナビ」
※地域課題解決や市民生活向上に

向けた、くらしに役立つ便利な機能を

搭載した市民参加型アプリ「せとまちナ

ビ」の普及促進。

情報政策課 ◆アプリ起動回数：22,841回（9月末時点）

（新規ダウンロード数は481DL）

◆瀬戸市LINE公式アカウント友だち登録者数（累計）：

10,020人

※9月30日をもってアプリを終了し、同機能を瀬戸市LINE

公式アカウントへ移行。

愛知県ITS推進協議会のMaaS推進会議へ参画し県内

市町と情報共有を図るとともに、名古屋東部丘陵地域を中

心とする地域を対象としたMaaSアプリ「my route」社会実

験に参加（9～2月中旬）、庁内に同アプリの周知を図っ

た。（１日あたり平均利用者：約150人）

◆アプリ起動回数：48,108回

（新規ダウンロード数は1,774DL）

コミュニティバス運賃の電子決済（PayPay）の

社会実験を6月から3ヵ月間実施した。

◆利用額合計：4,450円（全体の1%未満）

県下で実施の交通と観光を主軸としたMaaSアプリの

社会実験「my route」（12～1月末）へ参加した。

◆平均利用ユーザー数：約200件（12/1～26）

愛知県ITS推進協議会のMaaS推進会議へ参加し

県内市町等と情報共有を図りながらMaaSを推進中。

オープンデータ更新時のせとまちナビ自動連携の機能追加を実施した。

交通安全週間、防火週間、コロナワクチン、選挙等のパネル通知を適

宜推進中。

◆アプリの新規ダウンロード数：1,870DL　　◆起動回数：64,492

回

◆連携インスタグラム参照：投稿848件、フォロワー1,128名

引き続き愛知県ITS推進協議会のMaaS推進会議へ参画

し県内市町と情報共有を図った。また、昨年度まで愛知県

が実証実験を行ったMaaSアプリ「my route」については、

本事業で組成したデジタルチケットや交通予約といったサービ

スの多くは、引き続き提供され、事業者による自立的運営へ

と移行することとなった。他にも愛知県事業によりＭａａＳ

の一端を担う交通システムとなるＡＩオンデマンド交通の実

証実験（１０月～１月中旬）を実施（合計利用者数

６３２人）し、瀬戸市に合うかや隣接市との移動需要を

把握した。
◆瀬戸市LINE公式アカウント友だち登録者数（累計）：

11,960人

ICTを活用した健康づくり推進
※市民の健康増進・地域活性化に

向けた、ICTの活用による健康関連

情報発信・サービスの充実化。

健康課 ◆配信動画数：1本（子宮頸がん検診）

◆オンライン講座開催回数：7回（女性のためのピラティス

教室：6回、アレルギーっ子の会in瀬戸：1回）

◆オンライン相談件数：0件

◆その他：電子申請システム：28件

◆RPA利用：女性の健診結果入力

◆配信動画数：8本

（離乳食の作り方6、瀬戸健康づくり食生活改善協議会

活動内容1、新型コロナワクチン施設接種４回目説明１）

◆オンライン講座開催回数：7回（女性のためのピラティス

教室、アレルギーっ子の会in瀬戸）

◆オンライン相談件数：0件

◆その他：申請の電子システム12事業

オクトーバー・ラン＆ウォーク

2022
※市民の健康増進・体力向上に向け

た、無料アプリの利用によるバーチャル

な全国歩行・走行協議会への参加。

スポーツ課 ◆瀬戸市参加者数：190人

◆全国順位：76位/319自治体

（内、歩数0歩の自治体49）

◆参加者数：108人

（ウォーキング65、ランニング43人）

◆競技の全国順位（人口比参加率）

　199位/349自治体中（ウォーキングの部）

　232位/349自治体中（ランニングの部）

  ※歩行データ、走行データがない方は含めず

昨年度に引き続き「オクトーバー・ラン＆ウォーク2021」に参

加した。

◆参加者数：130名

（競技の全国順位163位/296自治体中）

「自宅で学ぼう！女性のためのリフレッシュヨガ教室」全3回を

オンラインで開催した。

令和2年度と同様に「アレルギーっ子の会in瀬戸」と共同で

会場とZOOMを組み合わせた講演会を開催した。

「めたぼうし健康ちゃんねる」で健康情報を今後配信予定。

◆瀬戸市参加者数：216人

◆配信動画数：７本

　・いきいきせと２１計画概要動画：１本

　・女性のためのピラティス教室参加特典動画：６本

◆オンライン講座（健康教室）開催回数：９回

　・女性のためのピラティス教室：全6回

　・健康教室：３回

　　⑴意外と知らない？足の健康

　　⑵上手なこころの休め方

　　⑶乳がん診療の最前線

◆その他：電子申請システム：27事業

課題

成

果

動画配信、オンライン講座の開催などICTを活用した健康づくり

を推進することができた。またRPAの利用などICTを活用すること

ができた。

コロナ禍にオンライン相談を想定したが、5類移行に伴い、オンラ

インの整備ではなく、対面による相談の充実にシフトした。

課

題

さらなる健康情報の周知啓発の為、

YouTube動画の配信数の増加、動画閲覧

数の増加を目指す。

◆瀬戸市参加者数：236人

参加自治体：221自治体

◆配信動画数：２本

　・めたぼうし体操PR動画：１本

　・女性のためのピラティス教室参加特典動画：１本

◆オンライン講座（健康教室）開催回数：６回

　・女性のためのピラティス教室：全6回

◆その他：電子申請システム：23事業

◆RPA利用：女性の健診結果入力

◆AI-OCR利用：各健康教室、健康まつり等

　　　　　　　　　　　アンケート集計：6件

課題
初心者や高齢者でも気軽に参加しやすい内

容の工夫が必要。

展望
健康づくり事業として継続的に実施し、地域

全体の健康意識向上につなげていく。

今

後

の

展

望

窓口予約システムなど、新しい電子申請シス

テムの活用により、サービスの充実化を図って

いく。

特になし。

展望
特になし。

異動受付支援システム導入
※市民の転入時の住民異動手続き

の簡便化に向けた、申請書作成支援

システムの導入。

市民課 6,358件（3月末時点）異動申請数全体は把握しているがそのうち当該システムによ

るぶんを計測できなかったためあり方を再考予定。

（異動申請数＞システム利用数・・・外国人住民は利用し

ないケースがあるなど）

7月から本格運用を開始し、システムの認知度向上に向けて、広報せと・せとまちテレ

ビでの紹介を実施した。

12月実施の市民アンケートでは、申請書作成支援システム利用者の約9割から「申

請書作成の負担」及び「手続き時間」が軽減との回答を得た。

事務の更なる効率化・迅速化を図るべくシステム仕様の改善に着手、異動受付支援

システム利用の事務フローに改善の余地があることがわかり、既存住基システムとの連

携を含めて検討中。

◆受付処理時間：2～4分程度短縮／件

随時掲載事業者を募集することでサイトの充実化を推進

中。

◆ポータルサイトへの参加事業者数：44事業者

◆ポータルサイトへの参加事業者数：47事業者

瀬戸焼振興協会ホームページのリニューアルに伴い、本ポー

タルサイトの運用を見直し、情報の集約を図っていく。

6,762件（3月末時点）

◆ポータルサイトへの参加事業者数：47事業者

瀬戸焼振興協会ホームページのリニューアルに伴い、本ポー

タルサイトについて見直し、瀬戸焼振興協会構成団体に属

していないツクリテの情報サイトとしての運用を行うよう検討し

た。

いいもん・せともんポータルサイ

ト構築
※事業者の新たな販売方法や販路

拡大及び本市の「ものづくりのまち」とし

てのシティプロモーション推進に向けた、

情報発信ポータルサイトの運営。

商工観光課 ◆ポータルサイトへの参加事業者数：46事業者

募集内容の見直しを行い、ツクリテバンクや瀬戸焼振興協

会向けに登録周知を行った。

◆ポータルサイトへの参加事業者数：44事業者

今後の掲載事案の活性化に向けて運用のあり方を再検討

する。
本サイトの認知度及び掲載者数。

展望
ツクリテの情報収集ツールとして活用。

申請書作成支援システム導入

（証明申請書受付支援システム）

※市民の住民票、戸籍証明書、印

鑑登録証明書等の発行手続きの簡

便化に向けた、申請書作成支援シス

テムの導入。

市民課 実績値を当該機で合算計上できていないが、

現在は1日あたり10件程度であると推計。

実績値を当該機で確認していないため指標値を再考予定

だが、年間で10,800人程度を受付けており、当該支援シ

ステムを利用するのはそのうち8割のため、約8,640人と推

定。（但し指標値は再考予定）

課題

操作研修の実施回数を増やすことができな

かった。

愛知県防災情報システム

※報道を含む関係機関での災

害情報共有に向けたシステム

の円滑な運用。

防災安全課 ◆システム各部操作研修及び災害時の稼働回数：4回◆システム各部操作研修及び災害時の稼働回数：1回

（今年度の警報発令基準見直しで発令回数が大幅に減

少、指標値は再検討予定）

災害対策本部の避難部や建設部等各部に対してシステム

の操作研修を準備中。

災害時により多くの職員が活用してさらなる災害情報の共

有、災害対応業務の省力化、避難判断プロセスの効率化

を推進中。

7月から本格運用を開始し、システムの認知度向上に向けて、広報せと・せとまちテレ

ビでの紹介に加えて、フロアマネージャーによる来庁者への声掛け等で（機器は窓口

手前に設置のため）稼働率向上を継続推進中。

12月実施の市民アンケートでは、申請書作成支援システム利用者の約9割から「申

請書作成の負担」及び「手続き時間」が軽減との回答を得た。

◆システム利用率：約20％

※本人申請のみシステム利用可（代理申請、第三者申請は不可）であるため、利

用率は約20％程度に留まっている。

◆システム各部操作研修及び災害時の稼働回数：4回

実績値を当該機で合算計上できていないが、

現在は1日あたり10件程度であると推計。

前年度に引き続き市の公式ホームページによる恒久的な啓

発活動に加えて、救急医療週間等の行事の際の重点的な

広報発信に向けた準備を推進中。

市の公式ホームページによるアプリのダウンロード及びWeb版

の使用を啓発。

広報せとにて救急車を呼ぶことに迷った場合に「Q助」を利用

することを普及し、救急車の適正利用を啓発。

せとまちナビの「防災・救急」項目に全国版救急受信ガイド

「Q助」のリンクを掲載。

市の公式ホームページによるアプリのダウンロード及びWeb版

の使用を啓発。

広報せとにて救急車を呼ぶことに迷った場合に「Q助」を利用

することを普及し、救急車の適正利用を啓発。

せとまちナビの「防災・救急」項目に全国版救急受信ガイド

「Q助」のリンクを掲載。

市の公式ホームページで概要の説明、アプリのダウンロード及

びWeb版の使用を啓発。

毎年9月の救急の日に合わせ、広報せとにて救急車を呼ぶ

ことに迷った場合に「Q助」を利用することを案内し救急車の

適正利用を啓発。

瀬戸市LINE公式アカウントの「救急診療」項目に全国版救

課題
利用者数が分からないが、一定数の利用が

あった。

展望
特になし。

◆システム各部操作研修及び災害時の稼働回数：4回

令和６年度より市町村防災支援システムは廃止され、愛

知県防災情報システムに統合された。

展望
システムの操作可能人員の増加、操作方法の習熟

のため、操作研修を継続、増回していく。

◆電子図書貸出数：5,353冊

参考）電子の利用者数：14,013人（延べ）

　　　　　 　　　　 蔵書数：3,209冊

その他参考）貸出者数全体：99,105人（延べ）

         　　　　　　　貸出冊数：294,487冊

成

果

もーやっこネットワークの活用により、医療的ケア児・家族や

支援者がシステムにおいて発信や情報共有を行うことがで

き、各専門職等による的確な在宅支援につながった。

課

題

周知を図り、登録者数の増加を目指す。

今

後

の

展

望

全ての医療的ケア児に登録していただけるよ

うに、普及・啓発に努めていく。

救急受診アプリ（愛称「Q

助」）
※傷病・疾病の症状・症候に基づく救

急車要請判断や医療機関検索の利

便性向上に向けた、全国版救急受

診アプリ（消防庁提供）の展開。

消防署

コミュニティFM局難聴解消支

援
※防災情報の伝達手段の一つとして

活用している「コミュニティFM」の受信

不良区域の解消に向けた、中継局の

整備等。

防災安全課 ◆防災訓練の参加世帯数：26,406世帯

◆せとまちラジオ放送回数：46回

◆防災訓練の参加世帯数：19,594世帯

◆せとまちラジオ放送回数：47回

コミュニティFM中継局整備工事を施行中。

災害時にコミュニティFMをはじめとする多様な媒体による、市

民への確実な情報伝達手段の充実化を推進中。

安全安心情報メール
※市民の安全確保に向けた、緊急情

報、防犯・防火情報の携帯電話等へ

の電子メール配信サービスの運用。

防災安全課 ◆メール受信登録者数：10,273人

◆メール配信件数：238件

広報せと、折込チラシ、市の公式ホームページ、新型コロナウ

イルスワクチン接種の予約案内等、あらゆる機会に本メール

の役割を周知することで市民の防災意識の醸成を図りつつ、

登録者の拡大を推進中。

◆メール受信登録者数：8,092名

◆メール配信件数：478件

コミュニティFM電波伝播調査及び中継局設計の業務委託

を施行中。

災害時にコミュニティFMをはじめとする多様な媒体による、市

民への確実な情報伝達手段の充実化を推進中。

◆市民総ぐるみ防災訓練の参加世帯数：18,997世帯

◆せとまちラジオ放送回数：45回

◆メール受信登録者数：12,039人

◆メール配信件数：174件

◆防災訓練の参加世帯数：26,050世帯

◆せとまちラジオ放送回数：48回

多様な媒体による情報収集、伝達体制の

体系的な整備を行う。
展望

市の公式ホームページで概要の説明、アプリのダウンロード及

びWeb版の使用を啓発。

毎年9月の救急の日に合わせ、広報せとにて救急車を呼ぶ

ことに迷った場合に「Q助」を利用することを案内し救急車の

適正利用を啓発。

瀬戸市LINE公式アカウントの「救急診療」項目に全国版救

課題

NET119緊急通報システム
※音声（電話）通話が困難な人の

119番通緊急通報の利便性向上に

向けた、専用アプリの普及。

消防署

非来館型図書館サービス（電

子書籍貸出事業）
※図書館の利用促進に向けた、館外

から電子図書を借りることができるシス

テムの導入。

図書館 ◆電子図書貸出数：10,419冊

参考）電子の利用者数：10,440人（延べ）

　　　　　 　　　　 蔵書数：3,932冊

その他参考）貸出者数全体：143,973人（延べ）

         　　　　　　　貸出冊数：483,585冊

もーやっこジュニアネットワーク

構築
※医療的ケア児等の支援に向けた、

保護者・看護師・養護教諭・主治医・

訪問看護ステーション間の情報共有

ステムの導入。

社会福祉課 瀬戸旭医師会とネットワークに係る業務委託契約を締結

４月操作説明会実施

８月第１回瀬戸市医療的ケア児等支援協議会にて状況

報告

※計画時指標値を変更してください。

保護者の利用者数　→　「瀬戸旭もーやっこネットワーク」に

登録した医療的ケア児の登録者数

Ｒ４・３３　→　３０　Ｒ５・３３　→　３２

関係機関の登録者数　→　削除

市民に広く周知するため、広報誌及び市の公式ホームペー

ジにて継続的に広報を推進中。

◆登録者数：8名

小中学校の児童・生徒にチラシを配布し利用促進に向けた

周知を推進した。

◆電子図書蔵書数：2,712冊、利用者数：1,133名、

　　　　　　　　　　　　　貸出冊数：4,371冊

　　参考）貸出者数（全体・個人）：121,748名

　　　　　 　貸出冊数：390,078冊

瀬戸旭医師会及び尾張旭市福祉課と協議し、令和4年度

からの「もーやっこジュニアネットワーク」構築に向けた協議会

設立等の検討を実施した。

当システムは、瀬戸旭医師会に事業の一部委託も予定して

いることから、瀬戸市と尾張旭市協働で事業実現に向けた

取組みを推進中。

瀬戸旭医師会とネットワークに係る業務委託契約を締結

タブレット端末を関係各課用として調達（11月9日）

8月に事業所向けに操作説明会を実施

事業所について登録手続きを開始

タブレット端末を関係各課に配布

令和5年度に関係各課向けに操作説明会を実施予定

◆登録者数：13人

◆電子図書貸出数：4,923冊

参考）電子の利用者数：6,739人（延べ）

　　　　　 　　　　 蔵書数：4,586冊

その他参考）貸出者数全体：153,858人（延べ）

         　　　　　　　貸出冊数：514,911冊

４月　瀬戸旭医師会とネットワークに係る業務委託契約を

締結　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８

月　第１回瀬戸市医療的ケア児等支援協議会にて状況

報告

「瀬戸旭もーやっこネットワーク」に登録した医療的ケア児の

登録者数」　令和７年度：４１人

◆登録者数：28人

◆メール受信登録者数：8,228人

◆メール配信件数：265件

広報せと、折込チラシ、市公式HP等、あらゆる機会に本メー

ルの役割を周知し防災意識の醸成を図り登録者拡大を推

進した。

◆登録者数：15人

瀬戸旭医師会とネットワークに係る業務委託契約を締結

４月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８

月第１回瀬戸市医療的ケア児等支援協議会にて状況報

告

「瀬戸旭もーやっこネットワーク」に登録した医療的ケア児の

登録者数」　令和６年度：３３人

◆登録者数：21人

◆電子図書貸出数：6,142冊

参考）電子の利用者数：9,630人（延べ）

　　　　　 　　　　 蔵書数：3,283冊

その他参考）貸出者数全体：140,002人（延べ）

         　　　　　　　貸出冊数：460,626冊

◆メール受信登録者数：11,515人

◆メール配信件数：288件

◆防災訓練の参加世帯数：26,862世帯

◆せとまちラジオ放送回数：51回

高齢者災害時・緊急時対応見

守りシステム構築
※一人暮らし等の在宅高齢者に災害

時・救急時の対応のICTを活用した

見守りシステムの導入・運用。

高齢者

福祉課

◆システム登録件数：69件

団地での集会など高齢者が集まる場で周知活動を実施し、

普及啓発を行った。

設置者増加に向けて「高齢者緊急通報装置」（新規受付

は終了）の利用者に対して、本システムの周知や利用案内

を推進中。

◆システム登録件数：47件

◆システム登録件数：59件

今年度も設置者増加に向けて「高齢者緊急通報装置」

（新規受付は終了）利用者のうち、緊急通報先が市外の

親族になっている方をピックアップし、個別案内を行った。

◆システム登録件数：70件

公共施設内の展示スペースにおける案内掲示やホームペー

ジでの周知、居住支援や認知症施策の実施時に併せて周

知を図る等、継続的な見守りが必要な高齢者に対して普

及啓発を図った。

◆システム登録件数：69件

公営住宅での集会など高齢者が集まる場で周知活動を実

施し、普及啓発を行った。

③

I

C

T

基

盤

の

強

化

課題
旧見守り事業利用者の移行が進まず、利用

者数が大きく増加していない。

②

生

活

の

利

便

性

向

上

(c)

防災、

防犯の

推進

(b)

高齢者・

障害者

への支援 展望
ICTによる見守りが、高齢者本人だけでなく家族等の

支援者の安心にもつながることを踏まえ、周知を図っ

ていく。

課題
瀬戸市LINE公式アカウントの認知度が低い。

展望

新たな機能の提供や利用促進活動を行うことで友だ

ち登録者数の更なる増加を目指す。
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80%未満 × 80～99% △ 100%以上 〇
評価欄の「平均値」はＲ３～Ｒ７の平均達成率、

「最終値」はＲ７の達成率
平均値 最終値

項番 目標 施策 事業名・活動概要 担当課 令和３年度状況 令和４年度 進捗状況 令和５年度 進捗状況 令和6年度 進捗状況 令和７年度 進捗状況 計　画　指　標 項番

瀬戸市ＩＣＴ戦略推進プラン・官民データ活用推進計画の総括表

担当課の評価

成果 市民や来訪者の利便性向上を実現。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 ×
実績値 104,652 37,567 71,385 66,412 50,252 48,418 最終値

達成率(%) --- 37.57 71.39 66.41 50.25 48.42 48.42

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

課題 オープンデータの活用事例が少ない。 計画値 --- 2 3 4 5 5 ×
実績値 1 1 1 1 1 最終値

達成率(%) --- 0.00 33.33 25.00 20.00 20.00 20.00

成果 100円減免もあり、発行数が大きく増加した。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 2,350 3,350 3,700 26,000 27,000 〇
実績値 1,945 14,324 22,928 25,613 36,830 最終値

達成率(%) --- 0.00 427.58 619.68 98.51 136.41 136.41

成果 保険証の廃止もあり、一定数の増加があった。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 ---

実績値 16.5 最終値

達成率(%) --- --- --- --- --- --- ---

成果
定例業務をRPAで処理することで、限られた時間を有効に

活用することができた。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

業務 計画値 --- 4 8 12 16 20 〇
実績値 --- 2 3 9 16 20 最終値

達成率(%) --- 50.00 37.50 75.00 100.00 100.00 100.00

成果 問い合わせ対応の効率化と自己解決の促進に寄与。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 △
実績値 0 10,255 18,835 15,142 12,684 11,118 最終値

達成率(%) --- 85.46 156.96 126.18 105.70 92.65 92.65

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

課題 利用シーンをもっと周知していく必要がある。 計画値 ― ― 2 4 50 50 〇
実績値 ― ― 0 4 74 125 最終値

達成率(%) --- --- 0.00 100.00 148.00 250.00 250.00

成果 保険証の廃止もあり、一定数の申請があった。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 26,400 26,400 26,400 5000 5000 ×
実績値 3,149 5,500 43,381 5,148 5064 3808 最終値

達成率(%) --- 20.83 164.32 19.50 101.28 76.16 76.16

成果 利用者数が年々増加した。

Ｒ１(2019) Ｒ３(2021) Ｒ４(2022) Ｒ５(2023) Ｒ６(2024) Ｒ７(2025) 達成率の推移 評価

計画値 --- 3,145 3,145 3,145 3,145 --- 〇
実績値 --- 16,392 16,054 20,808 28,727 --- 最終値

達成率(%) --- 521.21 510.46 661.62 913.42 --- 913.42

成果
ICT導入により業務効率化につながった。

課題
園によっICT活用内容に差がある。

展望
システム更新のタイミングでより効果的なICT

機器を検討する。

成果
1業務を除いて標準準拠システムへの移行

を完了した。

課題
標準化移行前と比較して運用コストが増加

している。

展望
瀬戸市の運用実態に合わせてガバメントクラウド環境

の最適化を行い、運用コストを縮減する。

成果
個人情報の取り扱いのルールを改め、セキュリティを担

保しつつ電子決裁が行える体制を整えた。

課題
インシデントを防ぐために継続してセキュリティ

教育が必要である。

展望
国が定めるガイドラインとの乖離が出ないよう

定期的にセキュリティポリシーを見直していく。

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

AI-OCR導入業務累計数 業務

カード新規交付申請者 人

交付枚数率 %

RPA導入業務累計数

AIチャットボット応答回数

セルフ貸出機利用人数 人

民間事業者等による

新規活用累計数
件

各種証明書のコンビニ交付数 通

回

指　標 単位

指　標 単位

指　標 単位

認証回数 回

指　　標　　値

情報セキュリティ教育をはじめとした施策を継続推進。

◆カード交付申請者：5,064人

※令和６年度から更新者への交付が始まったため、マイナン

バーカード保有者の増加人数を計上しています。

情報セキュリティ教育をはじめとした施策を継続推進。

（指標設定無し）

（指標設定無し）

（指標設定無し）

利用者自身での操作の際に、必要に応じて職員が説明し

た。

◆セルフ貸出機利用人数：16,392名、貸出冊数：

21,936冊

参考）本館個人貸出者数：66,631名、貸出冊数：

296,865冊（貸出者の25％がセルフ貸出機を利用）

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

指　　標　　値

④

ス

マ

|

ト

自

治

体

の

実

現

(c)

情報セキュリ

ティの強化

情報セキュリティの強化
※マイナンバー利用等セキュリティに配

慮した利用の改善。

情報政策課 全庁的な推進体制を構築、R5年4月より情報セキュリティ

教育をはじめとした施策を継続推進。

◆RPAを導入した累計業務数：3件

◆チャットボット応答回数：18,835回

◆AI-OCR業務導入累計数：0件

◆カード新規交付申請者：43,381人

◆セルフ貸出機利用人数：16,054人、貸出冊数：

16,174冊

参考）本館個人貸出者数：89,429人、貸出冊数：

395,851冊（貸出者の18％がセルフ貸出機を利用）

Wi-Fiが敷設された公立保育所10園で、保育士を支援す

る総合保育ポータルサイトをPCやタブレットで利用中。

全庁的な推進体制を構築、R5年4月より活動を本格始動

する。

全庁的な推進体制を構築、R5年4月より活動を本格始動

する。

(b)

システムの標

準化、共通

化

システムの標準化、共通化
※行政事務効率化とコスト縮減に向

けた行政システム共通化・クラウド化

情報政策課

今年度実施予定でICT事業を依頼する業者を決定、「保

育業務支援システム」の導入に先立ち、先ずは各保育園に

Wi-Fi環境の整備を推進中。

◆Wi-Fi環境工事完了：1園（今年度中に全園の工事を

完了予定）

7月に総務省より正式公表された標準化・共通化の手順書

内容に基づき、Gov-Cloud（ガバメント・クラウド）の動向

を注視しつつ、本市の該当各システムの移行時期を確認し

た。

国のセキュリティ標準要件の改定（LG-WAN無線化可）

を受けて庁内の情報セキュリティポリシーを改定。庁内の一

部の会議室のLG-WANネットワーク無線化の準備を推進

中。

マイナンバーカード交付予約シ

ステム導入
※カード受取りの効率化と混雑回避

に向けた受取予約システム運営。

市民課

AI-OCR
※行政実務の効率化に向けた、AIに

よる文字画像のデータ化ツール／ソフ

トウェアの利用。

情報政策課 （本件は令和4年以降の取組みとなるため、令和3年度の

取組み実績は無し）

◆カード新規交付申請者：5,148人

各課標準化推進担当者で構成されるワーキンググループの

活動が始動。先行して標準化本番稼働している住記・印鑑

業務は順次Fit&Gapを実施中。

(a)

業務の

効率化

公立保育園のICT化
※「保育の質」向上に向けた、保育業

務のICT化。

保育課 令和４年度に取組完了（以降、不具合の出た運用端末

の入替などを適宜実施）。

図書館セルフ貸出・返却システ

ム導入
※カウンターの非接触化・効率化に向

けた、貸出返却システムの導入。

図書館 ◆セルフ貸出機利用人数：20,808人

◆貸出冊数：108,932冊

参考）本館個人貸出者数：83,442人、貸出冊数：

368,599冊（貸出者の24.9％がセルフ貸出機を利用）

◆AI-OCR業務導入累計数：4件

AIを活用した総合案内サービ

ス（チャットボット）
※行政サービス拡充に向けた、市公

式HP等での対話システム運営。

情報政策課 ◆チャットボット応答回数：15,142回

RPA
※行政実務の効率化に向けた、PC

操作等を自動化するしくみの推進

情報政策課 ◆RPAを導入した累計業務数：9件導入・展開するRPA基盤を決定し、人事課の旅費算定業

務に適用した。

本年度はRPA基盤の構築版が1ライセンス、実行版が2ライ

センスのため、対象部署を限定して操作学習会を実施した。

◆RPAを導入した業務数：2件

6月に市の公式HPにおいてAIチャットボットの稼働を開始、

運用中。

◆チャットボット応答回数：10,255回

5月に予約システム（ポータルサイト）を導入し予約受取り

を開始した。

以降は受取り来庁者の待ち時間が短縮され、待合の混雑

も概ね解消された。

◆システムによる受付数：約5,500件

◆RPAを導入した累計業務数：16件

◆チャットボット応答回数：12,684回

◆AI-OCR新規登録様式数：１２５様式

◆カード交付申請者：3,808人

※令和６年度から更新者への交付が始まったため、マイナン

バーカード保有者の増加人数を計上しています。

本館休館中のため利用なし

令和４年度に取組完了（以降、不具合の出た運用端末

の入替などを適宜実施）。

1業務を除いて標準準拠システムへの以降を完了した。残る

1業務については8年度に業者選定を実施する予定。

◆RPAを導入した累計業務数：20件

◆チャットボット応答回数：11,118回

◆AI-OCR新規登録様式数：７４様式

業務数では把握できないため、アクセスログの「ドキュメント追

加」での把握に変更

◆セルフ貸出機利用人数：28,727人

◆貸出冊数：151,069冊

参考）本館個人貸出者数：70,317人、貸出冊数：

298,670冊（貸出者の40.9％がセルフ貸出機を利用

※令和７年１月から本館休館に伴いセルフ貸出機は令和

6年12月までの使用）

令和４年度に取組完了（以降、不具合の出た運用端末

の入替などを適宜実施）。

全20業務中１業務が、当初の目標である令和７年度中

の移行が不可能と判明。

この１業務のみ調達業者が異なり、その関連業者及び他の

１９業務の調達業者に対し、少しでも早く導入できないか

を打診中。

なお、住基・印鑑業務に関しては予定どおり年末年始にかけ

標準化完了し問題なく稼働中。

各種証明書コンビニ交付の拡

充
※市民の利便性向上に向けた、マイ

ナンバーカードによるコンビニエンススト

ア多機能端末からの発行証明書種

類の拡充。

市民課・

税務課

◆各種証明書のコンビニ交付数：22,928通◆各種証明書のコンビニ交付数：14,324通6月から証明書種別の拡充を実施した（下図点線の周知）。さらなる

発行件数の増加に向けてコンビニ交付の利便性のPRを継続推進中。

10月にサービス提供対象として新規にコンビニ事業者40社を追加。

コンビニエンスストアのみならず、大手スーパーやドラッグストアにおいても

各種証明書の発行が可能にした。

◆コンビニ交付発行件数の対前年度比：約2.4倍（マイナンバーカー

ド交付拡大も発行件数増に寄与）

マイナンバーカード新規申込みやマイナポイント取得手続きを集中的に

扱う窓口を本庁フロア（1F）に開設し普及活動を推進中。また、窓口

発券システムをマイナンバーカード手続きへ対応すべく改修を実施した。

11月中旬にDRPCでの「デジタルまつり」会場の特設窓口開設に向けて

準備中。

◆市人口に対するカード交付率：37.6%（48,615枚）

◆各種証明書のコンビニ交付数：25,613通

◆マイナンバーカード保有率：79％

（100,681人）

※令和６年度から更新者への交付が始まったため、マイナン

バーカード保有率を計上しています。

◆各種証明書のコンビニ交付数：36,830通

◆マイナンバーカード保有率：82.7％

（104,489人）

マイナンバーカード普及促進
※行政の効率化、国民の利便性の

向上、公平・公正な社会実現に向け

た、社会基盤となるマイナンバーカード

の普及（取得）の促進。

マイナンバー

制度

プロジェクト

チーム

◆マイナンバーカード交付枚数率：79.6%

（101,960枚）

◆マイナンバーカード交付枚数率：66.5%

（79,466枚）

◆Wi-Fi利用認証回数：48,418回

（35拠点・48AP／期間はR7年4月～R8年2月）

令和8年3月末　提供元のサービス終了に伴い廃止

◆OPデータ民間事業者活用数：1事業者(b)

官民データ

の活用

オープンデータ・ビッグデータ
※地域振興に向けて近隣7市町と名

古屋大学のご協力で進める公共情報

（高齢者福祉施設、医療施設等）

のデータ整備と公開。

情報政策課 ◆OPデータ民間事業者活用数：1事業者◆OPデータ民間事業者活用数：1事業者

瀬戸市フリーWi-Fi
※行政サービス向上や災害時情報手

段の充実化に向けたWi-FiAPの公共

施設や民間事業者への設置／利用

促進。

情報政策課 ◆Wi-Fi利用認証回数：66,412回

（54拠点・68AP／期間はR5年4月～R6年3月）

◆Wi-Fi利用認証回数：71,385回

（59拠点・73AP／期間はR4年4月～R5年3月）

市役所本庁・支所の来訪者でWi-Fi接続方法が不明の際

のサポートや、問合せのあった事業者への個別説明を随時

実施した。また、拠点での接続障害発生時の復旧対応を実

施した。

◆Wi-Fi利用認証回数：37,567回

オープンデータの公開と利活用促進に向けた政府の「推奨

データ」の書式（データ項目などのフォーマット）について、7

市町が進めてきた既存データとの整合性の確認・検討を推

進中。

◆Wi-Fi利用認証回数：50,252回

（41拠点・55AP／期間はR6年4月～R7年3月）

◆OPデータ民間事業者活用数：1事業者

※7市町オープンデータ推進会議の解散（令和7年3月31

日）に伴い、令和7年3月31日をもって、オープンデータの

活用事例の募集を終了。

③

I

C

T

基

盤

の

強

化

(c)

社会保

障・税番

号制度の

活用

課題
特になし。

課題
現行サービス終了による民間拠点のAP減少。

公共施設におけるアクセス数の全体的な減少。

展望
通信環境の高度化や利用実態を踏まえ、フリーWi-

Fi事業は一定の役割を終えたと評価する。

展望
データセットの増加及びデータ品質の向上。

従来は転記して電子化していたものを手軽

に電子化できるようになった。
成果

成果
データ作成の際に準拠すべきルールやフォーマット等を

取りまとめたデジタル庁の自治体オープンデータセットに

従いデータを公開。

展望
特になし。

課題
使用方法が不明な人には丁寧に伝えること

が必要。

展望
リニューアルオープン後も引き続きセルフ貸出

機利用を促進する。

課題
特になし。

展望
特になし。

課題
特になし。

展望
特になし。

課題
シナリオ作成ができる人員が限られており、新

規シナリオ作成時のハードルが高い。

展望
事務の流れを見直すことでRPAで処理でき

る業務数を増加させたい。

課題
想定問答型であることから対応の柔軟性に限界があ

り、高度化・多様化するニーズへの対応が十分とはい

えない。

展望
生成AI型チャットボットを導入し、より高度で

自然な対話による利便性の向上を図る。

展望
Word,Excelを使用する感覚でAI-OCRを

浸透させたい。
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